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東
教
育
財
団
の
平
成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月

九
日
開
催
の
理
事
会
の
決
議
を
経

て
、
同
日
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
評

議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
が
、

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

既
報
の
と
お
り
、
長
引
く
経
済
不 

況
を
克
服
す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融 

緩
和
が
進
め
ら
れ
、
超
低
金
利
政
策 

 
 

 

 

（
平
成
二
十
八
年
二
月
か
ら
「
マ
イ
ナ 

 

ス
金
利
」
政
策
）
が
と
ら
れ
て
お
り
、 

全
国
の
財
団
が
運
用
収
益
の
減
少
か 

 

ら
免
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。 

 
 

当
財
団
に
お
い
て
も
、
保
有
す
る 

 

第
五
十
一
回
共
同
発
行
地
方
債
（
額 

 

面
金
額
五
億
円 

利
率
一
・
九
〇
％)  

が
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
に 

 

   

国
で
は
長
引
く
経
済
不
況
を
克
服 

 

   

   

満
期
償
還
と
な
る
た
め
、
本
年
度
の
運 

用
収
益
が
昨
年
度
比
で
約
六
百
四
十
万 

円
の
減
と
な
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の 

助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
助
成
対
象
事 

業
及
び
助
成
対
象
団
体
は
昨
年
度
と
同 

様
と
す
る
が
、
助
成
額
に
つ
い
て
は
、 

前
年
度
助
成
額
か
ら
概
ね
三
割
を
減
じ 

た
額
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
充
足
で
き
な 

い
運
用
収
益
減
少
額
は
管
理
費
の
節
減 

に
よ
り
賄
う
。 

   

  

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

● 

助
成
事
業 

助
成
対
象

事
業 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・ 

発
展
に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園 

の
独
自
性
や
特
色
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学 

 

習
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
 
 
 

④ 
 
 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区 

⑤ 
 

五
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄 

 
 

 

与
す
る
事
業 

 

助
成
対
象

団
体 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼 

 

稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を 

 

行
う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習 

団
体 

             

    

③ 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を 

  

行
う
団
体 

            

    

助

成

限

度

額 

平
成
二
十
八
年
度
助
成
額
か
ら
概

ね
三
割
を
減
じ
た
額
と
す
る
が
、
事
業

毎
の
助
成
限
度
額
は
、
端
数
整
理
も
あ

り
、
個
々
に
定
め
る
。 

 

    

 

基
本
財
産
運
用
収
益
の
減
少 

  

 

 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画  
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東
教
育
財
団
だ
よ
り 

（評議員会会議風景） 

（理事会会議風景） 



 

 
  

● 

広 

報 

啓 

発 

事 

業 
『
東
教
育
財
団
だ
よ
り
』
発
行
事
業 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史
を

紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行
（
年
四
回
） 

 

 

● 

収 
 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
二
、
〇
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
六
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

● 

支 
 

出
（
経
常
費
用
計
） 

三
二
、
五
六
八
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
六
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

【
事
業
費
計
】 

二
一
、
六
四
三
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

▲
六
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

【
管
理
費
計
】 

一
〇
、
九
二
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比     

▲
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

● 

差 
 

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

五
五
八
、
〇
〇
〇
円 

                    

 

  

  

平
成
二
十
八
年
度
に
助
成
し
た
事

業
の
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

〇 

学
校
教
育
事
業
助
成 

船
場
の
伝
統
を 

「
社
会
に
有
為
な
人
材
育
成
」 

開
平
小
学
校
で
は
、
平
成
六
年
当
時

の
教
職
員
が
編
纂
し
た『
わ
が
町
船
場
』

を
活
用
し
て
、
地
域
学
習
の
視
点
を
採

り
入
れ
た
授
業
研
究
を
行
っ
た
。 

          

学
年
別
の
実
践
事
例
は
、一
年
生「
か

い
へ
い 

い
ま
む
か
し 

た
ん
け
ん
た

い
」・
二
年
生
「
つ
な
が
り 

た
ん
け
ん

た
い
」・
三
年
生
「
地
域
の
お
祭
り
を
知 

                 

             
 

        
 

 

  

ろ
う
」・
四
年
生
「
大
阪
私
塾
た
ん
け
ん 

た
い
ー
適
塾
ー
」・
五
年
生
「
仕
事
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
ー
船
場
の
企
業
家
か
ら
学

ぼ
う
ー
」
・
六
年
生
「
地
域
に
伝
え
よ

う
！
開
平
・
船
場
ガ
イ
ド
」
で
あ
る
。        

（
助
成
額
六
十
万
円
） 

〇 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
日
本
語
指
導
・
図
書
館
活
動
」 

 

南
中
学
校
で
は
、
四
割
を
超
え
る
外

国
籍
又
は
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒

に
対
す
る
日
本
語
指
導
や
文
化
指
導
に 

必
要
な
教
材
や
教
材
作
成
資
材
を
充
実

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
指
導
を 

効
果
的
に
行
い
、
学
習
者
の
意
欲
を
向

上
さ
せ
た
。
ま
た
、
日
本
語
能
力
検
定 

    

 
  

試
験
を
導
入
し
、
日
本
語
能
力
判
定
の
客

観
化
を
図
っ
た
。 

さ
ら
に
、
外
国
籍
等
生
徒
を
含
む
生
徒

全
体
の
日
本
語
力
・
国
語
力
を
増
進
さ

せ
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
、
図
書
館
活
動
を
充
実
さ
せ
た
。 

（
助
成
額
八
十
万
円
） 

                                 

 

 

 

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算 

 

 

 

助
成
事
例
の
紹
介 

 

 

（授業研究発表風景） 

（水上バス体験） 

（学習風景） 
（日本語能力認定書） 

（２） 



 

  
 

（３）  

〇 

地
域
文
化
事
業
助
成 

谷
町
キ
ッ
ズ 

「
夏
休
み
わ
く
わ
く
教
室
」 

                     

   
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
音
楽
文
化
芸
術
振
興 

会
」
で
は
、
「
谷
町
キ
ッ
ズ
・
ポ
ッ
プ
・ 

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
始
動
さ
せ
、 

中
央
区
内
の
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生 

が
、
音
楽
を
通
し
て
、
他
者
へ
の
思
い
や 

 
 

り
を
育
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能 

力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
夏
季 

休
業
期
間
中
に
演
奏
な
ど
の
各
種
音
楽 

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。 

（
助
成
額
二
十
万
円
） 

 

 
〇 
地
域
文
化
事
業
助
成 

 
 
 
 

 

 

「
第
六
十
回
大
阪
薪
能
」 

 

大
阪
薪
能
委
員
会
で
は
、八
月
十
一
・ 

十
二
の
両
日
の
夜
、
半
世
紀
を
超
え
て

続
く
大
阪
薪
能
を
生
國
魂
神
社
境
内
特

設
舞
台
で
上
演
す
る
と
と
も
に
、
初
日

十
一
日
昼
に
今
年
で
三
回
目
と
な
る

「
ヤ
ン
グ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
能
キ
ッ
ズ
＆
学
生
真

夏
の
大
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
大

阪
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
次

世
代
へ
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
芽
を
育
て

た
。 

（
助
成
額
二
十
万
円
） 

             

 

               

  

                  
〇 
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

四
日
に
南
大
江
小
学
校
で
南
大
江
地
域 

文
化
祭
と
し
て
、
地
域
住
民
の
絵
画
・ 

書
道
・
写
真
・
陶
芸
・
手
芸
等
の
作
品 

展
、
並
び
に
、
舞
踊
・
器
楽
・
コ
ー
ラ 

ス
等
の
舞
台
発
表
会
を
開
催
し
、
同
校 

運
動
場
で
は
ド
リ
ー
ム
カ
ー
ニ
バ
ル
を 

催
し
た
。 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民 

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
、
ふ
れ
あ
い
の 

  

あ
る
ま
ち
南
大
江
ま
ち
づ
く
り
が
推
進 

 

さ
れ
た
。 

（
助
成
額
二
十
万
円
） 

                

 

演目：生國魂（いくたま） 

（谷町キッズ楽団練習風景） 



 

                             

  （４） 

       

大
阪
船
場
生
ま
れ
の
郷
土
史
家
牧
村
史
陽

が
編
ん
だ
『
大
阪
こ
と
ば
事
典
』
に
は
、
三
百 

も
の
「
大
阪
シ
ャ
レ
言
葉
」
が
五
十
音
順
に
整

理
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、セ
ン
チ
場
や
糊

か
い
も
ん
な
ど
今
の
若
い
人
に
は
不
明
な
こ

と
ば
や
言
い
回
し
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、こ
こ
で
は
昭
和
生
ま
れ
の
我
々
世

代
が
格
言
的
に
よ
く
使
う
こ
と
ば
を
紹
介
す

る
。こ
こ
か
ら
も
大
阪
人
の
気
質
や
思
考
法
が  

読
み
取
れ
る
。 

● 

え
え
仕
事
し
ま
っ
せ 

「
あ
ん
た
を
見
込
ん
で
頼
む
わ
」
と
言
わ
れ 

て
、「
え
え
仕
事
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
返 

す
の
が
普
通
だ
が
、
大
阪
人
は
仕
事
が
好
き
で
、

仕
事
と
い
う
言
葉
を
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
使 

う
。
炊
飯
器
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は 

「
こ
の
炊
飯
器
、
い
い
仕
事
し
ま
す
よ
」
と
女 

性
料
理
研
究
家
が
Ｐ
Ｒ
す
る
。
だ
が
、
女
性 

を
口
説
く
と
き
に
使
う
と
卑
猥
に
な
る
。 

● 

グ
リ
コ
の
オ
マ
ケ
や 

江
戸
時
代
、
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て
、
上
方 

か
ら
下
っ
て
く
る
も
の
は
「
い
い
も
の
」
、
そ 

  

   

 う
で
な
い
も
の
は
「
つ
ま
ら
な
い
も
の
」
で 

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
贈
り
物
を
す
る
と
き 

「
く
だ
ら
な
い
も
の
で
す
が
」
が
長
年
の
慣 

用
語
で
あ
っ
た
。
道
頓
堀
の
「
グ
リ
コ
の
大 

看
板
」
が
有
名
に
な
っ
た
今
で
は
「
グ
リ
コ 

の
オ
マ
ケ
や
」
と
も
い
う
。 

      

● 

言
葉 

丸
投
げ
す
ん
な
よ 

 
あ
る
工
事
を
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
落
札
し
、 

子
会
社
に
請
け
負
わ
せ
る
。
そ
の
子
会
社
は 

何
の
手
も
加
え
ず
に
マ
ー
ジ
ン
だ
け
取
っ
て
、

そ
の
ま
ま
孫
会
社
に
渡
す
。
こ
れ
を
「
丸
投 

げ
」
と
い
う
。
言
葉
の
場
合
は
、
人
か
ら
聞 

い
た
意
見
を
そ
の
ま
ま
他
の
人
に
自
分
の
意 

見
の
よ
う
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ 

の
場
合
の
マ
ー
ジ
ン
は
「
自
分
自
身
で
考
え 

た
よ
う
に
思
わ
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
。 

● 

最
近 

ど
や
？ 

 

大
阪
人
は
、
最
近
と
ど
や
と
の
間
に
い
ろ 

ん
な
意
味
を
込
め
る
。
「
仕
事
う
ま
い
こ
と 

い
っ
て
る
か
」
「
体
の
具
合
は
ど
や
ね
ん
」 

「
奥
さ
ん
と
仲
良
う
や
っ
て
る
か
」
と
相
手 

の
目
を
見
て
探
っ
た
う
え
で
、
肩
を
ポ
ン
と 

        

   

 叩
い
て
「
頑
張
れ
よ
」
と
の
思
い
を
込
め
て 

「
ど
や
？
」
と
締
め
く
く
る
。
「
ど
の
よ
う 

に
お
過
ご
し
で
す
か
」
よ
り
ズ
ッ
と
情
が 

深
い
。 

● 

酒
の
力
借
り
た
ら 

 
 
 
 
 

返
さ
ん
と
ア
カ
ン
か
ら
な 

 

同
僚
の
Ｓ
君
、
「
人
と
仲
良
う
な
る
に
は 

酒
が
一
番
や
」
と
、
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
六
百 

を
超
え
て
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
て 

い
る
の
に
飲
み
続
け
て
あ
え
な
く
ダ
ウ
ン
。 

Ｓ
君
が
入
院
先
の
病
院
で
吐
い
た
の
が
こ
の 

セ
リ
フ
。
さ
ら
に
後
日
談
が
あ
っ
て
、
Ｓ
君 

は
享
年
五
十
八
歳
で
死
去
。
奥
さ
ん
は
「
そ 

れ
に
し
て
も
利
息
が
高
す
ぎ
ま
し
た
」
と
嘆 

息
さ
れ
た
。 

● 

ソ
レ
は
ア
レ
や
か
ら
な 

気
心
の
知
れ
た
大
阪
人
同
士
で
は
「
ソ
レ 

は
ア
レ
や
ろ
？
」
「
確
か
に
ソ
レ
は
ア
レ
や 

け
ど
、
ア
レ
も
ソ
レ
や
か
ら
な
」
と
い
う
会 

話
が
成
り
立
つ
。
説
明
を
憚
る
の
で
ソ
レ
と 

省
略
し
、
説
明
が
面
倒
で
ア
レ
と
省
略
す
る 

場
合
が
多
い
。
最
近
、
固
有
名
詞
等
の
度
忘 

れ
が
酷
い
筆
者
は
、
こ
の
便
利
な
ソ
レ
・
ア 

レ
を
多
用
・
乱
用
す
る
。 

● 

吐
い
て
ば
か
り
お
ら
ん
と
、 

た
ま
に
は
吸
う
た
れ 

の
べ
つ
ま
く
な
く
（
＝
間
断
な
く
）
喋
り 

   

   

 ま
く
る
輩
に
「
吐
い
て
ば
か
り
お
ら
ん
と
、 

た
ま
に
は
吸
う
た
れ
」
と
注
意
す
る
と
、
意 

外
に
効
き
目
が
あ
っ
て
静
か
に
な
る
。 

● 

無
理
は
せ
な
あ
か
ん 

け
ど
無
茶
は
し
た
ら
あ
か
ん 

 

「
頑
張
ら
な
あ
か
ん
け
ど
、
頑
張
り
す
ぎ 

て
も
あ
か
ん
」
の
意
だ
が
、
無
理
と
無
茶
の 

境
界
は
ど
こ
ら
へ
ん
に
あ
る
の
か
。
大
阪
の 

オ
バ
チ
ャ
ン
は
「
風
邪
を
ひ
け
へ
ん
う
ち
は 

無
理
で
、
風
邪
を
ひ
い
た
ら
無
茶
や
」
と
答 

え
た
。 

● 

割
れ
た
ん
ち
ゃ
う
や
ろ 

 

割
っ
た
ん
や
ろ 

 

夫
「
え
え
ワ
イ
ン
も
ろ
て
ん
。
あ
の
バ
カ 

ラ
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
出
し
て
ー
ナ
」
妻
「
あ 

れ
割
れ
て
も
て
ん
」
夫
「
割
れ
た
ん
ち
ゃ
う 

や
ろ 

割
っ
た
ん
や
ろ
」 

 

大
阪
人
の
よ
く
使
う
格
言
的
こ
と
ば
は 

「
よ
う
知
ら
ん
」
し
、
紙
幅
も
尽
き
た
し
、 

こ
こ
ら
で
止
め
る
。 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 
 

 
 

大
阪
弁
面
白
考

お
お
さ
か
べ
ん
お
も
ろ
こ
う 

― 
大
阪
弁
の
格
言 

― 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


